
サガミジョウロウホトトギスを探しに ２０２４年 ９月 ６日（金）  AM、MS MS記 

大倉 8:21―新茅山荘 9:43/9:46―戸沢山荘 10:05―政次郎の尾根取付き 10:44―昼食 12:05/12:20―

政次郎の頭 14:07/14:10―鎖場 14:3３/14:40―行者岳 14:56―烏尾山 15:19―新茅山荘 16:50― 

大倉バス停 17:59 

大倉からの戸沢林道は通行止めになっていたが、どんな様子か行ってみることにした。 

 

８月末の台風・豪雨の影響で沢の土砂崩れがあったようで、特に竜神の泉の土砂がガードレールを越えるくらい

になっていた。用心しながら土砂の上をあるいて新茅山荘、作治小屋へたどり着いた。 

戸沢出合から政次郎尾根に登り

始めたが、水量が多くて渡渉でき

ず、出合に戻り廃屋の脇から漸く

政次郎尾根に取付くことが出来

た。 

 

 

樹林帯の急登が続く。蒸し暑くて思った以上に時間がかかり尾根途中で昼食を摂る。14:07に政次郎の頭に着く。 

少し休んで行者岳の方に向かう。右手の崩壊地でビランジを見つけた。思ったより小さい。先に進むとネットで見

つけた鎖場が見えた。辺りを見回しながら行くと AM さんが「あった」と叫んだ。鎖場の岩の脇に黄色に輝いてい

るサガミジョウロウホトトギスが見えた。平日だったので通る人は少なく二人でゆっくり写真を撮った。 

ビランジ 

（北岳に咲くのはタカネ

ビランジで白い） 

 サガミジョウロウホトトギス    

山はもう秋の花が咲き始めていた。 

時間がかかり過ぎていたが、石ごろの急下りの政次郎尾根より行者岳に登り、烏尾山から新茅山荘に下りること

にした。烏尾山からの下り道は豪雨のせいで８月 4日に歩いた時よりかなり荒れていた。 

林道途中の竜神の泉の土砂は半分ほど取り除かれ歩きやすくなっていた。土日を前にして急ピッチで道を開けた

ようだった。 

大倉に 17:59着。18:22発のバスに乗った。急登が続く尾根は辛かったが目的の花に出会えて本当に良かった。 


